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７
月
2
3
日
、
岡
山
市
北
区

の
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で

で
第
４
回
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
南
海

ト
ラ
フ
災
害
対
応
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
調
整
会
議
を
開

催
、
約
３
０
０
人
が
参
加
し

た
。
　
総
社
市
の
片
岡
聡
一
市

長
、
香
川
県
丸
亀
市
の
徳
田

善
紀
副
市
長
、
岡
山
経
済
同

友
会
の
松
田
久
代
表
幹
事
、

そ
し
て
私
を
合
む
４
人
の
あ

い
さ
つ
に
続
い
て
、
ベ
ト
ナ

ム
ー
７
５
病
院
法
務
・
日
本

担
当
の
リ
ュ
ウ
・
ト
ゥ
イ
・

ホ
ア
氏
ら
が
紹
介
さ
れ
た
。

今
回
か
ら
参
加
し
た
医
療
機

関
や
各
種
団
体
に
も
心
か
ら

感
謝
し
た
い
。

　
引
き
続
き
、
以
下
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
進
行
し
た
。
ま
ず
、

災
害
支
援
に
対
す
る
体
制
と

取
り
組
み
に
つ
い
て
。
片
岡

心
こ
／
か

Eｔ

市
長
の
「
大
規
模
災
太

1回ｎａ

地
支
援
条
例
に
よ
る
取
り
組

み
」
、
松
田
代
表
幹
事
の
「
大

規
模
災
当
時
の
支
援
受
け
入

れ
岡
山
構
想
」
、
赤
磐
市
の

友
実
武
則
市
長
の
「
赤
磐
市

の
災
害
支
援
の
取
り
組
み
」

な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
熊
本
県
益
城
町

危
機
管
理
課
の
奥
村
敬
介
氏

が
「
熊
本
地
震
で
の
避
難
所

運
営
」
、
ふ
Ｉ

Ｄ
Ａ
災
害

賢
治
・
Ａ
Ｍ

ネ
ッ
ト
ワ

Ｉ
ク
代
表
世
話
人
は
「
災
害

鍼
灸
チ
ー
ム
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
報
告
。
さ
ら
に
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
の
橋
本
千
明

看
護
師
と
三
宅
孝
士
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ー
ム
合
同
対
策
副
本

部
長
よ
り
「
フ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
の
進
捗
状
況
」
の
紹

介
が
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は

合
同
対
策
本
部
の
在
り
方
、

フ災害対応調整会議
　－フ南海ト

自
治
体
と
医
療
チ
ー
ム
派
遣

医
療
機
関
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
、
宿
舎
整
備
、
備
蓄
方
式

更

生

§

｀ゝ

SE

品

心

な

ど

だ

　○

　
そ
の
後
、
林
秀
樹
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
運
営
委
員
長
の

ご
・
＝
・
‐
一
＝
‐
ニ
＝
・
‐
一
＝
・
‐
・
＝
‐
一
‐
Ｈ

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
谷
佳
世
ス
タ
ッ
フ

の
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ー
ム
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
立
ち
上
げ
」

の
紹
介
が
あ
っ
た
。
災
害
発

生
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
応

と
世
界
へ
の
募
金
呼
び
か
け

「
自
衛
隊
と
の
緊
急
搬
送
合
だ
け
で
は
な
く
、
参
加
団
体

同
訓
練
実
施
状
況
」
、
大
西
開
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

彰
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
合
同
を
深
め
る
こ
と
も
大
き
な
目

対
策
本
部
長
の
「
今
年
Ｈ
月
的
で
あ
る
。
徳
島
県
牟
岐
町

実
施
予
定
の
輸
送
と
通
信
の
の
大
森
博
文
副
町
長
の
閉
会約300人が参加したＡＭＤＡ南海トラフ災害対応

フラットフォーム調整会議
日
・
一
一
＝
・
一
一
＝
一
・
一
＝
・
・
一
＝
＝
一
『
一
＝
・
・
一
一

の
あ
い
さ
つ
で
会
議
は
終
了

し
た
。

　
死
者

3 2
万
人
、
１
２
５
万

世
帯
の
被
災
、

3 0
価
の
物
流

機
能
低
下
が
続
く
と
さ
れ
る

被
害
に
対
し
て
は
、
国
連
災

害
総
合
戦
略
事
務
所
が
推
進

す
る
事
前
復
興
計
画
で
あ
る

　
「
仙
台
枠
組
み
」
に
加
え
、

被
災
者
の
国
内
移
住
の
視
点

が
不
可
欠
で
あ
る
。
総
社
市

が
「
大
規
模
災
害
被
災
地
支

援
条
例
」
に
続
い
て
「
被
災

者
受
け
入
れ
条
例
」
の
検
討

を
９
月
議
会
に
向
け
て
開
始

し
た
。

　
岡
山
経
済
同
友
会
は
災
害

に
対
す
る
従
来
の
備
蓄
方
法

に
対
し
て
、
「
流
通
備
蓄
」

と
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
」
の

新
し
い
定
義
の
も
と
に
、
中

四
国
の
経
済
同
友
会
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
に
向
け
て
動

い
て
い
る
。

　
中
央
帯
活
断
層
に
よ
る
瀬

戸
内
海
で
の
地
震
発
生
対
応

も
緊
急
課
題
と
な
っ
て
き

た
。
支
援
す
る
側
で
あ
っ
た

岡
山
も
被
災
地
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
、
支
援
を
受
け
入

れ
る
体
制
が
必
要
と
な
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
中
四
国
以

外
の
医
療
チ
ー
ム
派
遣
医
療

機
関
の
更
な
る
確
保
と
医
療

チ
ー
ム
の
活
動
を
支
え
る
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
構
築
は
最

重
点
項
目
で
あ
る
。

　
一
方
、
過
去
５
年
間
交
流

が
続
い
て
い
る
、
東
日
本
大

震
災
被
災
商
店
街
な
ど
の
方

々
と
中
四
国
の
自
主
防
災
組

織
と
の
対
話
。
海
外
か
ら
の

日
本
人
医
師
及
び
留
学
経
験

者
を
主
体
と
し
た
医
療
チ
ー
ー

ム
の
確
保
、
自
治
体
と
の
事

前
交
流
と
国
際
社
会
か
ら
の

物
資
支
援
体
制
の
拡
充
も
急

務
で
あ
る
。
今
年
１
月
に
訪

問
し
た
ジ
ュ
ネ
ー
ー
ブ
に
あ
る

国
運
諸
機
関
の
支
援
も
視
野
一

に
入
れ
る
必
要
性
が
出
て
き

て
い
る
。

　
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
い
た
だ
け
れ
ば
望
外
の

喜
び
で
あ
る
。

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
フ
代
表
）
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